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未来の創り手に求められる資質・能力を
育成する授業に関する研究

－主体的・対話的で深い学びの実現を通して－

【第４分科会（理科）】
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よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な知識や力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

新しい時代に必要となる資質･能力の育成

何ができるようになるか

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

深い学び

主体的な学び

対話的な学び

どのように学ぶか

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質･能力を育成

知識の力を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

1 理科で育成すべき 資質・能力

２ 理科における知識の
理解の質を高める学習
内容の在り方

３ 主体的・対話的で深い
学びの実現

本日の発表内容

１ 理科で育成すべき資質・能力

小学校 中学校 高等学校

自然に親しみ 自然の事物・現象に関わり

理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を
行うことなどを通して，

自然の事物・現象につ
いての問題を科学的に解
決するために

自然の事物を科学的に探究するた
めに

必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

＜ 理 科 の 目 標 ＞

問題解決・探究の学習過程を通して資質・能力を育成する

資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ

１ 理科で育成すべき資質・能力



資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ

１ 理科で育成すべき資質・能力
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p.35１ 理科で育成すべき資質・能力

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

主体的に問題解決しようとする態度

科学的に探究しようとする態度

自然を愛する心情・生命を尊重する態度

性質や規則性の理解

観察，実験の技能・記録

問題解決の力

探究する力

問題解決（探究）の過程における具体的な児童生徒の姿（例）

１ 理科で育成すべき資質・能力

問題解決（探究）の各過程において，育成される資質・能力を整理
します。

p.35１ 理科で育成すべき資質・能力

理科の指導に当たっては，(1)「知識及び技能」が

習得されること，(2)「思考力，判断力，表現力等」

を育成すること，(3)「学びに向かう力，人間性等」

を涵養することが偏りなく実現されるよう，単元など

内容や時間のまとまりを見通しながら，主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善を図ることが重

要である。

小学校学習指導要領解説理科編 第４章「指導計画の作成と内容の取扱い」

育成を目指す資質・能力の重点化（例）

１ 理科で育成すべき資質・能力

過程 目指す児童・生徒の姿 資質・能力

学習内容，児童生徒の実態を踏まえ，指導の重点化を図り，単元
を通して，三つの資質・能力がバランスよく育成されるようにします。

２ 知識の理解の質を高める学習内容

実感を伴った理解

・ 具体的な体験を通して形づくられる理解

理科において知識の理解の質
が高まるとは，どういうことだろう。

・ 主体的な問題解決を通して得られる理解

・ 日常生活と関連付けた理解

・ 断片的な知識を関連付け，概念化して獲得する理解



２ 知識の理解の質を高める学習内容
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結論の導出

予想や仮説

計画の立案

観察，実験

結果の整理

課題の設定

自然事象への働き掛け

自然の事物・現象についてのイメージ，素朴な概念

自然の事物・現象の性質や規則性の把握

理科の
見方・考え方

２ 知識の理解の質を高める学習内容

理科の見方

２ 知識の理解の質を高める学習内容

理科の考え方

「比較する」

対応させ比べる。

① 同時比較

② 計時比較

「関係付ける」

様々な視点から結び付ける。

① 変化と要因
② 既習の内容や生活経験

「条件を制御する」

どの要因が影響を与えるか

を調べる際，変化させる要因

と変化させない要因を区別す

ること。

「多面的に考える」

① 互いの予想や仮説を尊重

② 予想や仮説，方法を振り

返って再検討

③ 複数の結果を基に考察

モンシロチョウは，卵・幼虫・蛹・成虫の順番で育つ。

（完全変態）

小学校第３学年 単元「身の回りの生物」

資料p.１

他の昆虫も，同じような成長の仕方をするのかな。

見方（共通性・多様性） 考え方（比較）

バッタ

（不完全変態）

トンボ

（不完全変態）

カブトムシ

（完全変態）

アリ

（完全変態）

昆虫といっても，育ち方が同じものもあれば，違うものもあるん
だなあ。 昆虫の成長についての概念

２ 知識の理解の質を高める学習内容

中学校第２学年 第2分野 単元「気象とその変化」

見方（量的・関係的）

考え方（関係付け）

水蒸気が凝結するので，気温が露
点以下になるのかな？

雲が発生するしくみはどのようになっているのかな？

２ 知識の理解の質を高める学習内容

地表面からの高度が上がるほど気圧
が低くなることと関係があるのかな？

見方（時間的・空間的）

考え方（関係付け）

地球の大気と水循環の概念

高いところは，気圧が低いために膨張して気温が下がり，雲ができ
やすくなっているんだね。

考え方（関係付け）

気圧が下がると，気温が下がるか調べてみたらいいんじゃない。

３ 主体的・対話的で深い学び

主体的な
学び

○ 見通しをもって観察，実験を行っているか。
○ 実験，観察の結果を基に，より妥当な考えをつくりだし
ているか。

○ 学習活動を振り返って意味付けたり，次の問題を発見し
たり，新たな視点で自然の事物・事象を捉えようとしてい
るか。

対話的な
学び

○ あらかじめ個人で考え，その後，意見交換したり，根拠
を基にして議論したりして，自分の考えをより妥当なもの
にする学習になっているか。

深い学び

○ 「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の過程

を通して学ぶことにより，理科で育成を目指す資質・能力
を獲得するようになっているか。

○ 様々な知識がつながって，より科学的な概念を形成する
ことに向かっているか。

○ 新たに獲得した「理科の見方・考え方」を，次の学習や
日常生活などにおける問題発見・解決の場面で働かせてい
るか。

授業改善の視点（例）



３ 主体的・対話的で深い学び

○ １単位時間での学び

○ 単元を通した学び

○ 領域を通した学び

○ 領域を横断した学び

○ 教科を横断した学び

主体的・対話的で深い学びの実現 （例）小学校第４学年 水の温まり方

〔第１次〕
金属の温まり方

〔第２次〕空気の温まり方

空気は金属と違うから，
温まり方も違うと思う
なあ。

〔第３次〕水の温まり方

自由に動くことができるから，空気と同じように温まる
かな。

目に見えるし，触ることができるから，金属と同じ
ように温まるかな。

比
較

見方
（質的）

見方
（質的）

比
較

比較

見方
（質的）

単元を通した主体的・対話的で深い学び

３ 主体的・対話的で深い学び

（例）５年 電流がつくる磁界（エネルギー領域）

電磁石の働きを大きくするにはどうすればよいの
だろうか。

＜３年 風とゴムの力の働き＞

ゴムの引っ張る長さを大きく
したり，ゴムの数を多くした方
がたくさん進
んだよね。

＜4年 電流の働き＞

電流の大きさが大きい
ほど，モーター
が速く回ったよ
ね。

電磁石の働きは，電磁石に流れる電流の大
きさ，コイルの長さ，コイルの巻き数に関係
しているのではないかな。

領域を通した主体的・対話的で深い学び

見方（量的・関係的）

３ 主体的・対話的で深い学び

鹿児島市立和田小学校
岡村 聡 教諭

薩摩川内市川内北中学校
水流 昌一 教諭

鹿児島県立松陽高等学校
松山 為直 教諭

鹿児島県総合教育センター

実践発表の視点

○ 児童生徒が，どのような「理科の見方・
考え方」を働かせているか。

○ 主体的・対話的で深い学びとなるため
にどのような手立てをとっているのか。

○ どのような資質・能力を育成すること
を目指して授業を構想しているのか。
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【第４分科会（理科）】
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